
1．はじめに
　後期新石器時代（前 7000/6600～5400/5200 年頃）、

「肥沃な三日月地帯」で新石器化を遂げていた人びと
は、それまで荒野に過ぎなかったメソポタミア低地の
開発に乗り出し、続く銅石器時代（前 5400/5200～
3100/3000 年頃）には、やがて文明社会が花開く都市
化の舞台が整えられていった。私たちはそのプロセス
を定点的かつ実証的に追跡することを目的として、イ
ラク・クルディスタン地域スレイマニヤ県南東部にて、
シャカル・テペ（Shakar Tepe）とシャイフ・マリフ

（Shaikh Marif）という二つの先史遺跡を調査してきた
（Odaka et al. 2020, 2023a, 2023b, 2025.； 小 髙 ほ か 
2024）。これらの遺跡が立地するシャフリゾール平原
は、「肥沃な三日月地帯」の東翼、ザグロス山麓の一
角に位置しながら、ティグリス河の支流ディヤラ川を
介して、メソポタミア低地へと通じているため、新石
器から都市化への移行過程を探るうえで恰好のフィー
ルドといえるだろう。

2．2024 年の発掘調査
　2024 年 8 月 24 日から 9 月 19 日にかけて、シャカ
ル・テペ遺跡の第 3 次発掘調査を実施した。この遺跡
は、古くから知られる小高い遺丘（Ⅰ号丘）の他、少な
くとも三つの低い遺丘（Ⅱ～Ⅳ号丘）からなる（図 1）。

これまで 2019 年と 2023 年にⅠ号丘北西部（A 区・C
区）を、2023 年にⅡ号丘頂部（B 区）を発掘してきたが、
今回は 2019 年に発掘した A 区を幅 1 m の土手を挟ん
で南西側に拡張する形で、7×7 m の調査区を設けて
発掘を行なった（図 2）。調査区はⅠ号丘北西部の急斜
面から緩斜面にかけてであり、この付近の遺丘は
2023 年 8～9 月の調査時に比べて大きく後退していた

（図 3）。この 1 年、遺跡が面するダム湖の水位が著し
く高かったため、侵食が進んでしまったようだ。
　調査区の南側地表は標高が高く、最高点で約
485.5 m を測るが、厚い表土層が堆積していた。文化
層は約 483.6 m から下方に堆積しており、約 480.9 m
まで掘り下げたものの、地山には到達しなかった。発
掘された文化層は、出土土器の型式学的所見から後期
新石器時代の堆積と考えられる。

3．検出遺構
　ただし、発掘区の北東部 4 分の 1 は、階段の付属す
る幅広く深い溝によって攪乱されていた。その覆土に
は、多くの後期新石器時代の遺物だけでなく、ウバイ
ド期の土器片やより後代の遺物も含まれていた。地域
住民への聞き取り調査によれば、この溝は 1980 年代、
イラン・イラク戦争の際に戦車壕として掘削されたと
いう。この壕の東端は、2024 年の発掘区の範囲内で
は確認できなかったが、おそらく 2019 年の調査時に
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練土壁として報告した 002 号遺構（Odaka et al. 2020, 
2023b）の西側がそれに当たると推定される。002 号遺
構と戦車濠の方向が一致していること、002 号遺構の
西側では、当時発掘した最深部からでさえ、少ないな
がらも後期新石器時代よりも後の時代の資料が出土し
ていたことが、その理由である。そこで、002 号の遺
構番号は、誤認していた練土壁の代わりに戦車壕に振
り直すことにした（図 4）。この新しい 002 号遺構は幅
約 3 m、深さ 2 m 以上を測り、発掘では底部まで到達

することができなかった。
　後期新石器時代の文化層でみつかった遺構のなかで
は、竈（いわゆる tannor）が最も顕著であった。大型
の土器とともに発見された 3 基の土製竈（003～005 号
遺構）は、その代表例である（図 5）。これらの竈は直
径約 50～75 cm の円形・丸底の底部をもち、開口部
のあるドーム型の上部構造が遺存している場合もあっ
た。3 基のうち 2 基は、同じ場所で、ないし一部重複
しつつ、繰り返し構築されていた。004 号遺構の底部

図 1　シャカル・テペ遺跡および周辺のオルソ補正画像と地形

図 2　シャカル・テペ遺跡および周辺の位置
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図 5　003～005 号遺構

図 4　002 号遺構

図 3　シャカル・テペ遺跡Ⅰ号丘北西部の侵食（2023～24 年）
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の下にはもう 2 枚のより古い底部が残っており、005
号遺構は明らかに造り変えられたことがわかる 2 基の
竈から構成されていた。他にみつかったものを合わせ
ると、合計で 7 基の竈を検出した。これらの竈の周囲
に建物の壁は確認できず、一方で炉と思われる炭や灰
の詰まった浅い土坑がいくつかみつかった。
　興味深いことに、竈や炉とともに 3 基の甕棺墓が発
見された（図 6）。甕棺は貼付文で装飾された大型で厚
手の粗製植物混和土器であり、底部の上に乳児骨が屈
葬されていた。甕の上部は割れていて口縁部が見当た
らず、意図的に破砕したうえで遺体を破片で覆ったよ
うにも思える。それが正しければ、甕棺葬ではなく甕
被り葬と表現すべきかもしれない。なお、甕棺を埋め
た土坑の掘り込みは確認できなかった。

4．出土遺物
　後期新石器時代の文化層から出土した遺物の様相は、
2019 年の調査において新石器時代上層（前 6240～6000
年頃）から出土したものと一致していた。
　土器は、ハッスーナ標準土器、粗製植物混和土器、
精製植物混和土器の 3 つのウェアグループからなる

（図 7）。北メソポタミアでみられるような、ハッスー
ナ標準土器を主体とするアセンブリッジの典型例とは
一線を画し、小ザブ川より南東側に特有な、地域的な
ヴァリエーションとして捉えられるが、そのなかで最
も極端な例に位置づけられる。
　打製石器は、616 点がチャート製、25 点が黒曜石製
であった（図 8）。黒曜石はマンチェスター大学での蛍
光 X 線分析による産地同定の結果、遺跡から約
500 km 離れたトルコ南東部のビンギョルないしネム
ルト・ダーで産出したものと判明している。石器イン
ダストリーは、新石器時代のザグロス山麓で広く知ら
れているムレファティアン伝統とは異なり、押圧剥離
による細石刃製作は皆無で、定型的な石器も極めて少
ない。
　他に、磨石や石皿といった磨製石器、石製ビーズな
どの装身具、ヘラなどの骨器、土製紡錘車などが出土
した。また、002 号遺構の覆土からはウバイド土器の
出土が目立った。この遺構は主に遺丘の崩落土で埋
まったものと考えられるため、同時代の堆積が調査区
上方に存在することを示唆する。

図 6　007 号遺構（左）・009 号遺構（右）

図 7　�出土土器（左：ハッスーナ標準土器、右上：粗製植物混和土器、右下：精製植物混
和土器）
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5．おわりに
　2024 年の調査は、前 7 千年紀後半の村落生活の一
面を明らかにした。発掘されたハッスーナ期の集落の
一角は、複数の竈や炉が集中していたものの、建物の
壁はなく、おそらく調理場として使用された屋外空間
であったと考えられる。竈や炉は繰り返し造られてお
り、人びとは集落の各空間を目的に応じて使い分ける
意識を持っていたのであろう。甕棺墓は、乳児のみを
生活の場に埋葬するという葬送習慣を示唆している。

このような営みは、おそらく数世代にわたって維持さ
れてきたと推測される。
　シャフリゾール平野における私たちの調査研究は道
半ばであり、今後も後期新石器時代から銅石器時代に
かけての文化変化を追跡していく所存である。そして、
新石器化から都市化への移行過程において、この地域
が果たした歴史的役割の解明に迫っていきたい。

　なお本調査は、日本学術振興会科学研究費（課題番
号：JP23H00692、JP21H00590、JP21KK0008）等によ
り実施した。
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図 8　出土石器（上：チャート製、下：黒曜石製）

392024［令和 6 年度］

小
髙　

敬
寛
／
前
田　
　

修　

ほ
か


